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ゴールめてeじ守一

全力疾走f

一一東毎回小学校の校庭運劃会一一

9月は、どこでも運動会のシーズン。東塩田小

学校でも、 9月22B，校庭運動会が行われました。

この日は天気も良〈、まさに絶好の運動会日和。

朝8時45分から入場行進などを行ったあと 、競技

が開始されました。かけっこ=写真=や綱引き、

玉入れ、大玉送りなど、27種目の競技を行い、父

兄ともども、秋の「楽しい一日」を過ごしました。

保育園特集・ お 保育園大野き1 2'"'"'5 

11月から入園受付が始まります

お知らせア・ラ・カ・ル・ト

室内プールの“愛称"募集など

人口 (9月1日現在)/119，804人(+54)男/58，547人(+26)女/61，257人t+ 28)世帯/39，603(+31) 

( )内は前月 比

12・13
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保
青
園
|

|
小
さ
い
こ
ろ
通
つ
だ

経
験
ガ
あ
る
人
も
多
い
は
ず
。
現
在
、

子
ど
も
を
通
わ
せ
て
い
芝
り
、
あ
る

い
は
、
こ
れ
か
ら
入
国
さ
せ
る
予
定

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
な
か
に
は
「
保

育
園
」
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
よ

う
で
意
外
と
知
ら
な
い
こ
と
ガ
あ
る

の
で
は
・・・
。

市
で
は
、
十

一
月
か
ら
、
来
年
度

の
保
育
園
の
入
国
受
伺
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
今
回
は
1

保
育

園
」
の
様
子
を
追
っ
て
み
ま
す
。

児童保育課

内線 1632
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固
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。
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追
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j

霊園

お敵歩

お母さんと手をつないで、元気いっぱい
に「おはようございます」

7 

近くの神社へ。お散歩をした
あと、山道を登ってどんぐり拾い

広範うえだ3.10. (3] 



平成4年度保育 園入園受付日程表(受付時間は各保青園とも午後0時30分から 4時まで)

圏 名

甘 露 園

私
葵 蓉 イ呆 育 国

聖 ミ カ エ ル保育 園

立 歓 喜 園

イ呆
極楽寺保育園

西 丘 {呆 ヨ同温ξ 園

育 常 回 保 =同ま定ξ 園

圏
手火 平日 {呆 =同"" 菌

ニ好町保育園

あゆみ保育園

東 部 {呆 =R 禽'" 国

南 苦日 f呆 育 園

オヒ 保 育 国

塩 尻 f呆 育 園

神川第一保育園

市 神川第 一 保育園

国 介 保 育 園

神科 第 一保育園

立
神科第 二 保育園
亙盛主童書 殿 {呆 =同民 園

梅が丘保育園

イ呆
城 下 {呆 育 園

J 11 辺 {呆 育 圏

下之条保育園

育
泉 回 {呆 育 圏

海問中央保育園

東塩田保育園

国
西塩田保育園

ふたぱ保育園

塩田北保育園

;浦 里 {呆 育 園

自 ~ {采 育 圏

室 賀 {采.育 圏

泉 {呆 w 薗
市役所児室保育課

ーの:23扮

ニの日は、御飯にレバーのカ

レー揚げ、野菜スープ、サラダ

所在地
延長保育時間 乳児保育

受付月日 電 5言
朝 タ 土曜日 ( 0歳児)

よ鍛冶町 7: 45カ、ら 6: 30まで 4: 00まで 実 施 11/ 1 幽 @ 7665 

新 田 7: 30 7: 00 5: 30 実施 // 1 f剣 @ 1147 

馬 場町 7: 30 5: 30 2: 00 // 1幽 @ 1361 

諏訪都 7: 30 6: 15 12: 30 実 施 グ|樹 @ 1595 

中 之条 8: 00 6: 00 12: 00 実施 // |樹 @ 4064 

町 吉 田 7:00 7: 00 6: 30 実 施 // |樹 @ 1157 

北常 回 7: 45 6: 00 6:00 実 施 // 1 f鉛 @ 1520 

秋 平日 7: 15 6: 45 6: 30 実施 // |樹 @ 8820 

ニ好町 7: 30 7: 00 7: 00 実施 // 1樹 @ 1160 

笹 弁 7: 30 7: 00 7: 00 実 施 // |樹 @ 0503 

上常 国 8: 00 7: 30 3: 00 実施 11/ 5ω @ 0682 

南天神町 グ 5ω @ 71 08 

城 ヰヒ // 5ω @ 34 75 

上塩尻 /1 5ω @ 34 76 

大 屋 // 7閥 @ 0299 

みすず台南 グ 7附 @ 0349 

国 分 11 7闘 @ O 1 05 

長 島 11 7附 @ 0597 

西野 竹 /1 7附 @ 0598 

宮之上 実施 /1 8樹 @ 6802 

梅が丘 /1 8樹 @ 1171 

中 村 8: 00 6: 00 3: 00 実施 グ 8樹 @ 0887 

)11 辺 町 8: 00 6: 00 3:00 実施 μ8幽 @ 5029 

下之条 グ 8幽 @ 2986 

τtt コ 田 グ 8f鉛 @ 5163 

上本郷 7: 30 6:00 3:00 実施 ρ II(月) @ 2512 

下 之郷 実方毎 // II(月) @ 2552 

手 塚 グ II(月) @ 2609 

F完 内 グ II(月) @ 2063 

上小島 8: 00 6:00 3:00 // II(月) @ 2636 

;溝 野 グ 12(火) @ 2058 

仁古 回 // 12(火) @ 2004 

下室賀 8: 00 6: 00 3: 00 実施 グ 12ω @ 2142 

泉 グ 12ω @ 7356 

11月18日(月)ー11月22日(金) 指定日に保育園で受け付けできなカ、った人

給食品準備(給食室)

給食員の手作りの給食。添加物が入

っていない、塩分ひかえめの献立。も

ちろん栄養満点

(¥  ¥午前 4 

¥ I J 10時30分 「
運動会め練習 ¥ムノ

為1三

リズム室で、とび籍、平均台などの

競技や、リズムに合わせて体操をしたり

広報うえだ3.10. 1 (4) 
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時
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却
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チ
ビ
ッ
コ
防
災
ま
つ
り
が
九
月
十
一
日
、

上
回
創
造
館
一
帯

で
開
か
れ
、
上
小
地
域
の
園
児
九
百
七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

屈
折
は
し
ご
患
な
ど
を
初
め
て
見
た
チ
ビ
ッ
コ
た
ち
は
、
し
き

り
に

「格
好
い
い
」
「
乗
っ
て
み
た
い
」
な
ど
と
連
発
。
消
防
署

の
お
じ
さ
ん
の
火
の
用
心
の
話
に
も
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

υど
れ
会

f

一
ミつ
ι
J

，

J

九
九
段
々
宇
べ

城下町 上回

考えようまちづくり

--九、』

「語ろう 、考えよう 、城下町上回の

まちづく 1)J と題して、上回青年会議

所は 8月25日、 「城下町大寄り合い」を

農協会館で聞きました。講演、パネル

ディスカ ッションに市民など300人が

参加。また、柳町通りを 「歴史まちな

み広場」として開版、子ども連れなど

でにぎわっていました。

一

上
回
女
子
短
期
大
学
の

一
応

児
童
文
化
研
究
大
会
へ

山

d''

一

マ

と

き

十

月
十
九
日
出
午
後
一

.
1

…
時

マ
と
こ
ろ

上
回
女
子
短
期
大

一

1

…
学

マ
内
容

①
京
都
大
学
教
授

・
一
沼

…
藤
本
浩
之
輔
さ
ん
の
講
演

「
子
ど
も

一
幻

…
が
つ
く
る
文
化
|
遊
び
の
文
化
千
と

う

…
②
分
科
会

マ
問
い
合
わ
せ

よ
回

一
倒

…
女
子
短
期
大
学
(
包
⑧

2
3
5
2
)
一

d

「きのこJの本
改定版が

できま した

県のきのこ」の改定版

が、このほど発刊となりました。

希望者は、上回保健所内上小食

品衛生協会 (包②5667)まで申

し込んでくださ L、。頒布価格は

1，500円です。

病
医
療
・

生
活
相
談
会

マ
と
き

十
月
十
三
日
間
正
午

i
二
時

マ

と

こ

ろ

小

諸
保
健

所

(
小
諸
市
六
唐
松
一
四
九
一

|

一
・
8
0
2
6
7⑫
0
7
1
7
)

マ
申
し
込
み

保
健
予
防
謀

(内

線

1
3
7
5
)
へ
屯
話
で
ど
う
ぞ
。

原
因
不
明
、
治
療

方
法
未
確
立
の
疾
病



JJ:8市消防問??梨隊と姉妹都市鎌什Tli

のシティプラスとの交流摘奏会が9H 15 

日、 rlî民会館で行われました。軽快なが(~手

におおぜいの聴衆が堪能していました
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R
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⑫ 

の
巻

点
、
時
減
換

uw'W滋内

提
叫
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誠
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必
7
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養
・
ザ
品
物
資
、
'
時
智
棺

虫
ぜ
1

決断岬
h
液

晶

染
物
業
で
に
ぎ
わ
う

宝永期10軒あった染物屋も今はない

上
回
城
が
完
成
し
て
聞
も
な
い
、
天
正
十
五

年
(
一
五
八
九
)
ご
ろ
か
ら
、
真
田
昌
幸
は
上
田

城
下
町
の
整
備
を
始
め
ま
し
た
が
、
矢
出
沢
川

の
ほ
と
り
に
は
小
県
郎
本
海
野
村
か
ら
紺
屋
職

人
を
移
住
さ
せ
制
桜
町
を
つ
く
り
ま
し
た

紺
日
出
町
を
そ
の
場
所
に
選
ん
だ
の
は
染
物
敢

に
必
要
な
水
を
矢
山
山
川
に
ボ
め
た
と
考
、え
ら

れ
ま
す
。

そ
の
後
、
紺
昆
は
次
第
に
明
え
た
よ
う
で
す

が
、
何
数
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
主
水
三

年

こ

じ
『
しハ

}
に
な
り
ま
す
と
、
銀
民
間
、

卜
助
、
佐
子
次
、
問
山
町
一
術
門
な
ど
十
軒
の
紺
um

が
見
ら
れ
ま
す

当
時
の
紺
屋
町
に
は
間
十
六
軒
の
家
が
あ
り

ま
し
た
か
ら
、
紺
屈
の
川
ムN
は
既
に
「
多
く
無

か
っ
た
」
(
『
上
川
市
史
』
)
と
い
う
は

H
も

節目回「うえだrlJ此ふれあい広場J が

上回創造館、長池公|司て'聞かれました。

rliや社会福祉協議会などで組織する実行

委μ会が主催。人形劇、紙しぱいでは、

純 (;!.liれなどの姿が日立ちました。

1 0月 19 日②~27 日 ⑮
一上回創造館一

一般300円、高校生・

大学生150円、小 ・中

学生70円

結
婚
衣
装
を

お
貸
し
し
ま
す

上
田
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
で
は
、
結
婚
衣
装
を
お
貸
し

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
川
辺
地

区
婦
人
会
隙
よ
り
こ
の
ほ
ど
、

打
崎
、
開
袖
な
ど
一
そ
ろ
い
を

ご
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。
枚

数
も
増
え
、
充
実
し
ま
し
た
の

で
、
ご
利
聞
く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み

田
中
計
兄
(
宮

・@
2
8
1
9
)

あ
リ
ま
す
。

紺
屈
に
は
紺
um
役
と
い
う
営
業
脱
が
諜
せ
ら

れ
、
染
物
に
必
要
な
藍
瓶
の
数
が
課
税
の
法
昨

に
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
初
め
ご
ろ
ま
で

は
、
藍
瓶
一
つ
に
つ
い
て
米
一
斗
、
そ
れ
以
降

は
銭
納
で
二
百
文
な
ど
と
決
め
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す

特
産
物
の
上
川
紬
も
ほ
と
ん
ど
紺
掛
町
で
染

め
ら
れ
、
長
く
変
色
し
な
い
催
れ
た
技
術
は
江

戸
の
人
々
に
も
存
ば
れ
ま
し
た
。

江
戸
末
期
に
は
町
の
西
に
、
多
く
の
人
々
が

住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
下
紺
屋
町
と

れ
づ
け
、
そ
れ
ま
で
の
紺
屋
町
を
し
い
紺
桜
町
と

呼
ふ
よ
う
に
な
リ
ま
し
た

染
物
業
は
紺
um
町
の
職
人
だ
け
で
な
く
、
他

の
町
や
近
花
で
も
行
う
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
が
、

開
業
に
は
紺
屋
町
の
年
寄
(
役
臓
名
)
二
人
の

許
可
を
必
.
嬰
と
し
ま
し
た

克
政
六
年
二
七
九
問
)
に
、

こ
の
こ
と
に

洋画の100年展

信州を彩る作家たち

入館料

a舎

決

1. 

7 

つ
い
て
再
度
「
触
れ
」
が
出
さ
れ
、
そ
の
徹
底

が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
勝
手
に
紺
屋
を

仰

始
め
る
の
は
「
不
時
」
で
あ
る
と
岐
し
く
成
め
、

子

じ
間
部
は
長
い
原
史
を
も
っ
紺

Mm
町
の
紺
院
九
日

沼

業
怖
を
保
護
し
ま
し
た

示

江
戸
時
代
が
終
わ
り
、
明
治
時
代
を
迎
え
る

寝

こ
ろ
に
な
り
ま
す
と
、
町
に
は
紺
麗
が
一
軒
だ

L

け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
鍛
冶
町
で
仁
粁
の
紺
出

ー

が
常
業
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

σ



神様がくれた贈り物……………桜田淳子

詩を贈ろうとすることは……谷川俊太郎

それでも建てたい家……………宮脇檀

天平の掃乱・....................・・・・・・安永明子

群青・..............................・・・・・北方謙三

哀しい目つきの漂流者………工藤美代子

紙と鉛筆の戦争・....................高橋常雄

悠久の大河・....................・・・・・・加賀乙彦

人生は夢へのチャレンジ……米沢富美子

蓮以子80歳・..........・・・.......・・・・・・北林谷栄

形なきものの形………………・・・木村 敏

お父さんは死んではいけない…真山舞子

陽の沈む街へ…・・・ レナード ・ガードナー

2DKと大自然…・……・……一風間深志

女の人生七転び八起き・...........樋口恵子

ぜんまい屋の葉8・..........・・…・・金田理恵、

西国寺公一回顧録過ぎ去りし昭和

・・・・・・・・西国寺公一

球体の神話学・....................・・・高橋睦郎

飽食窮民・............................斉藤茂男

自然と人生・....................・・・金田一春彦

二人の芭菊 上 ・下…・・・……・・槽山良昭

サザンスコール上 ・下……高樹のぷ子

21世紀への予言…………タニエル ・ベル

ミカドの国の記号論……………猪瀬直樹

窓辺のサガン・...…..・・・…・・・・・・・・・下重暁子

ふつうがえらい………………・・佐野洋子

光速の時代に・・・・・・・・・............石原慎太郎

そうだったのか…………………林真理子

国費塑

原
闘
は
・
水
崎
体
の
濁
り

十
月
十
日
は
目
の
日
で
す
。

日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

目
で
す
が
、
こ
の
機
会
に
ち
ょ

っ
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「け
つ

最
近
、
疲
れ
た
の
か
見

に

じ

え
に
く
く
感
じ
る
二
と
が

あ
っ
て
、
眼
科
医
で
受
診
し
た

ら
、
白
内
障
の
初
期
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
四
十
歳
ぐ
ら
い
で
も

白
内
障
は
あ
る
の
で
す
か
。

「
け

|一
自
の
レ
ン
ズ
に
あ
た
る

「
ト

」
水
品
体
が
削
る
の
が
白
内

附
で
す
。
原
悶
は
水
品
体
を
作

っ
て
い
る
た
ん
ぱ
く
慨
が
変
性

し
て
濁
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

多
く
は
老
化
現
象
に
よ
っ
て
起

自
の
健
康

「
白
内
障
」

こ
っ
て
き
ま
す
。
高
齢
に
な
る

に
従

っ
て
水
晶
体
は
濁

っ
て
く

る
も
の
で
す
が
、
四
十
歳
代
で

起
こ
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
見
え

H
が
お
か
し
い
と
思

っ
た
ら
、
い
め
に
眼
科
で
検
伐

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す

-
初
期
の
サ
イ
ン
は

物
が
か
す
ん
で
比
え
に
く
い

と
い
う
の
は
一
般
的
に
も
知
ら

れ
た
症
状
で
す
が
、
見
え
に
く

く
な
っ
た
と
感
じ
る
の
は
、
か

な
り
進
行
し
て
か
ら
で
す
。

「昼
間、

妙
に
ギ
ラ
ギ
ラ
し

て
見
え
に
く
い
」
「皮
、
対
向
車

の
ラ
イ
ト
が
ま
ぶ
し
い
t

「
夜
は

何
で
も
な
く
見
え
る
の
に
、
月
刊
.

問
は
け
ん
え

に

く

い

ー
ー

な
ど
、

見
え
方
が
以
前
の
よ
う
で
な
い

と
感
じ
た
ら
白
内
障
を
疑
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

-
早
期
治
療
が
大
切

一
度
濁
っ
た
水
品
体
を
一応
に

泌
す
・
」
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

故
近
は
た
ん
ぱ
く
の
変
性
を
抑

制
す
る
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
し
た
薬
を
使
っ

て
水
品
体
の
濁
り
の
進
行
を
巡

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り
進
行
し
て

し
ま
っ
て
か
ら
は
、
薬
の
効
果

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
「
な

ん
と
な
く
:・
」
と
い
う
時
期
か
、

ま
だ
自
覚
症
状

J
/
映
り
広
範

が
な
い
う
ち
に

河
川
@
戸
、
占

発
見
し
治
療
す
苅
引
1
4
汁

/

国

"h
--
-FA内

晶

匂

る
こ
と
が
大
切
一
か
り

X
ト

)

で
す
。

!
l
l
d
p
」

-勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

「
ケ
ー
キ
作
り
講
庫
』
い
、
.
か
が

マ
旬
月
刊
叩
日
間
午
後
6
民
間
初
分

1

マ
山
申
し
込
み

川
町
月
刊
日
目
よ
り
同

ホ
ー
ム

〈
念
@
7
1
1
7
v
ヘ
。

v受
回
問
料
州
問
内

• 

• 
一

A
1
伺
の
服
組
は
、
女
性
が
男

印

一

性
よ
り
、
い
っ
そ
う
老
け
込
む

[

一

と
い
7
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

…

老

人
介
護
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性

一

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
現
状

…

を
表
現
し
た
も
の
で
す
。
親
を

い

希
と
り
、
わ
が
身
の

E
い
も
背
負
う
こ

一

と
を
指
し
ま
す
。

…

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
高
齢
社

一

会
の
老
い
の
問
題
は
一
人
女
性
の
忍
従

一

の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

一

ん

。
女
性
も
ま
た
「
老
い
」
を
一
人
で

一

引
き
受
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
夫

…

や
子
ど
も
を
巻
き
込
む
姿
勢
も
大
切
で

一

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一

向

齢

者

も

ま

た

、

チ

ど

も

に

頼

る

の

…

み
で
な
く
、

円
分
の
こ
と
は
円
分
で
す

一

る
寝
た
き
り
を
で
き
る
だ
け
避
け
る

…

た
め
に
も
、
向

4
意
欲
を
高
め
る
こ
と

一

が
望
ま
れ
ま
す
。
老
い
る
こ
と
は
次
の

一
世
代
を
拘
束
す
る
こ
と
な
の
だ
と
い
う
自
覚
が

一
必
要
で
し
ょ
う
。

一

と
は
い
え
、
ホ
ー
ム
へ
ル

一
パ
!
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

一
の
人
的
資
諏
に
も

K
性
が
位

一
世
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
や

一
は
り
、
高
齢
者
問
題
は
、

制刀

…
性
よ
り
も
女
性
に
よ
り
重
い

一
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

高
齢
社
会
へ
の
対
応
は

一
み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な
け

…
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
女
性

一
の
問
題
の
な
ん
と
多
い
こ
と

一
で
し
ょ
う

7 広報うえだ3.10. 
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「
偽
ブ
ラ
ン
ド
」

櫛
外
旅
行
プ

|
ム
に
よ
り
、

有
名
ブ
ラ
ン
ド
品
を
買
い
求
め
、

日
本
に
持
ち
帰
る
ケ

i
ス
が
年

々
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
品
は
免
税
の
効
用

で
、
日
本
で
購
入
す
る
よ
り
安

〈
予
に
入
リ
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
な
お
高
価
な
も
の
で
す
。
そ

こ
で
、
本
物
に
似
せ
た
コ
ピ
ー

に
要
注
意

商
品
を
販
売
し
て
い

る
例
が
あ

り
ま
す
。
多
く
の

日
本
人
が
偽

物
と
ゑ
知
の
つ
え
て
買
い
求
め

海
外
て
土
産

を
買
う
前
に

て
い
る
よ
う
で
す
の

-
持
ち
込
み
も
禁
止

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
商
品
は

商
標
権
な
ど
の
知
的
所
有
権
を

侵
害
す
る
物
品
で
あ
り
、
製
造
、

版
売
は
も
ち
ん
ん
、
海
外
か
ら

の
輸
入

(土
産
物
と
し
て
の
持

ち
込
み
も
含
む

)
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

コ
ピ
ー
商
品
は
哨

入
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

‘ 

前
回
(
九
月
一
日
号
)
の
「

エ

プ
ロ
ン
百
科
」
の
内
容
で
リ
ー

ス
に
つ
い
て
も
う
少
し
触
れ
て

お
き
ま
す
。

り

i
ス
は
、
一
物
件
を
特
定

の

一
利
用
者
に
比
較
的
長
期
に

渡

っ
て
貸
し
出
し
ま
す
。
契
約

期
間
中
の
解
約
は
銭
り
の
リ
ー

ス
料
金
全
傾
ま
た
は
、
規
定
姐

寄
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
解
約

で
き
ま
せ
ん
。

リ
ー
ス
契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル

の
多
く
は
、
利
用
者
側
の

リ

l
ス
に
対
す
る
認
識
不
足
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
特
徴
を
よ
く

検
討
し
た
う
え
で
利
用
し
ま
し

ょ、
ヴ。

(マ
内 開
拓!い
1合
3 わ
9 せ。
) 生

活
.E~i 
境
課

置;;重野z・~圃 i 

l市民会館 包⑫0762】
日 催 し 開演 入場方法 照会

よ 回8 青年劇場公演
18: 30 会員券 市民劇場

仰 rxをくださいj(-9日) ⑫9697 

よ回スキ12スキー映画会
18:00 有 料 クラ ブ

出 のタベ ③0907 

24良普
会員券

民 音
18:30 

附 フランスTMF

27マイク真木 なつかしい
16:30 有 料 綴 の 会

(81 コンサート @7743 

|文化会館 8⑧miIIJ】|

6 
上田市民政務大会 9 :30 無 料

(日l

ヤ二 一 トー

13 
ヤマハ音楽教室発奏会 13: 30 無 料

琴光堂

(臼1 @0551 

大人
19 長野マンドリン

アンサンプル 18: 30 5凶円

出 高般生以下
定期演奏会 3ω円

20 低学年ロパの音楽座 13: 00 上国子ども

(日1rガラン・ピー・ポロン 会員券
』Fl@4756場

音楽会J
16: 00 

一一トーーー

25 消費生活展
9 :00 無 料

生活環境課

樹 ( -27日)

~ V'P'G 大人 V・p.G上回

上関混声合唱団 19:00 1，000円
混声合唱団

位) 高校生以下
定期演奏会 8閃円 @9478 

% バレエ教室 小嶋恵美子

{日) おさらい会 13:30 無 料 バレエ教室
⑫2714 

|牛田創造館 E⑮m 
長野大学吹奏楽部

学生
原20 14: 00 300円

(81 第15回定期演奏会 一般 @1626 
400丹

一一一
27 

上田市社会福祉大会 13: 00 
社協

一(81 ⑫2025 
ー

tん よ関商ピアノ教室
無 料

小嶋

(81 ピアノ発表会
9 :00 

14p5618 

不
用
口
叩
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

し
い
も
の
が
あ
り
ぎ
し
疋
ら

生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
9

0
)
へ
ご
連
絡
を
。

一
ロ
ゆ
ず
り
ま
す

…

マ

ベ

ビ

|

パ

ス

無

料

マ
歩

行

器

無

料

一
マ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
{夏

・
冬
用

)
一

点

一
二
千
円

マ
木

製

指

り

か

ご

無

料

マ
食
器

…

乾

燥

機

下

円

マ

家

具

調

こ

た

つ
へ
正
万
形
)

一

三

千

円

マ
自
転
単
(此
学
年

・
男
子
)

五

一
千
円
マ
都
市
ガ
ス
ふ
ろ

一
式

無

料

マ
郁

…
市
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

三
下
円

マ
ダ
ブ

ル
ベ
叶

一

ド

無

料

マ
物
置

(約

0
・
8
坪
、
五
年
使

…
用
)

八
千
円

マ
げ

た

箱

三

千

円

マ
側

一

み

機

無

料

マ
車

い

す

無

料

マ
犬
小
屋

…

無

料

マ

ト

ラ

ン
ペ

ッ
ト

無

料

マ
ワ
ォ

…

l
ク
ギ
タ

l

三
千
円

マ
サ
イ
ド
ボ
ー
ド

…
二
千

円

マ

ウ

イ
ン
ド
ー
フ

ァ
ン

無

料

一
ロ
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

…

マ

子

ど

も

服

マ
ベ
ビ
ー
ラ

ヴ
ク

マ
滑
り

一
台

(
案
内
用
〕

マ

ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
ベ
ピ

l

…
体
最
計

マ
七
五
三
用
者
物

{五
歳

・
男
子
)

一
マ
レ
コ
ー
ド
プ

レ
ー
ヤ
ー

マ
ビ
デ
オ
デ

ヴ
キ

…

マ

電

子

レ

ン

ジ

マ
洗
濯
機

マ
自
転
車
(大

一
人
、
チ
ど
も
用
)

マ

バ
イ
ク

(
印

は
)

マ

…
座
卓

マ
機
織
り
台
マ
百
科
事
典

マ
本
(幼

維
闘
i
小
学
生
向
き
)

マ
ピ
ア
ノ

マ

キ

ー
ボ
ー
ド

マ
エ
レ

マ
ウ
ィ

7 広報うえだ3.10. 
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月
一

除
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月
天
一

n
u
一ゆ
一1
一汗
i
d
-
-
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4
1
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ノ
み
T
E
3
1
J

均
ノ

2
r
tl

ン

ン
ド
|
ケ
ー
ス

(ガ

ラ
ス
製
、

卯

叩
く
ら

い
で
安
価
な
も
の
)
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「みんなのページ」は、市民の皆さんに参加

していた定くページです。'lJ!.を参考に、市役所

秘書課 (〒386大手1-11一旬、内線1112)ま

でどんどんご応募ください。

マイタウン提言 (詳細は次ページ〉、上田再発

見・ここガ沼き〈あな疋の好きな風景や場所〉、

フォトなつかしの上回 (昭和40年代までの町並

み、人々の暮らしなどの写真〉、わだしの夢 (21

世紀の上田市を描いだ夢のある小・ 中学生の作

文〉、なかま(サークル、グループの紹介〉

( )  )l 

マイ

|タ ウン|
MYTOWN 

||提|言|

ヘ:
・
今
月
の
テ
l
マ
;
j
i
-
-

上
聞
の
都
市
景
観

を
考
え
る

わ
た
し
た
ち
は
、

生
活
が
多
様
化
…

…
す
る
に
従
い
、

美
し
い
景
観
や
清
ら
一

一
か
な
水
の
流
れ
な
ど
と
い
っ
た
身
の
…

…
周
り
の
環
境
に
潤
い
や
心
の
や
す
ら
…

…
ぎ
&
求
め
よ
う
と
し
ま
す
。
今
回
は
、
一

一
上
田
の
景
観
に
つ
い
て
で
す
。

川名兵蔵主

(77歳・大屋)

緑
を
多
く
取
り
込
む

近
ご
ろ
は
太
郎
山
か
ら
鳥
相
子
岳
に

か
け
て
の
山
な
み
が
、
高
い
建
物
で
前

か
ら
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
産
業

道
路
沿
い
の

ψ

ク
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
い
ろ

い
ろ
の
草
木
を
内
施
し
て
い
る
自
然
の

ケ
ヤ
キ
林
も
、
保
全
の
声
を
よ
そ
に
、

次
第
に
建
物
に
犯
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
こ
そ
織
を
回
復
し
な
い
と
:・
。

町
な
か
に
も
樹
を

一
本
で
も
多
く
梢

え
、
中
心
街
で
も
ア
ー
ケ
ー
ド
を
取
り

お話

清水巴喜男三

(73歳・小泉)

情
緒
あ
り
ロ
ケ
に
も

特
油
久
保
怖
は
、
市
内
に
あ
る
木

杭
(約
二
十
)
の
巾
で
、
代
表
的
な
橋

と
い

っ
て
も
い
い

で
し
ょ
う
。
周
囲

の
景
色
と
と
も
に
、
風
怖
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
た
び
た
び
映
画
の
ロ

ケ
な
ど
に
も
使
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

わ
た
し
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
今
の

よ
う
に
手
す
り
も
な
く
、
六
尺

(約

払
い
、
季
節
感
の
あ
る
樹
を
純
え
た
並

木
通
り
に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ

う
す
れ
ば
城
下
町
ら
し
い
風
格
も
で
て

き
ま
す
。
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
な
が
ら
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

宮島真子三

(31歳 ・下青木)

争

市
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
作
り

わ
た
し
自
身
、
古
い
町
並
み
な
ど
は

残
し
て
い
く
こ
と
が
い
ち
ば
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
人

が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
ど

う
し
て

一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
か
な
い

一
一U
)
幅
の
た
だ
の
根
締
だ

っ
た
こ

ω

と
を
覚
え
て
い
ま
す

(昭
和
十
二
年

日

ご
ろ
)。
ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
の
伊

勢
湾
台
風
で
全
部
流
れ
て
し
ま

っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
斡
油
久
保
」
は
土
地
の
地
名
(
小

字
)
で
、
わ
た
し
ど
も
の
住
ん
で
い

る
日
向
地
区
か
ら
こ

の
怖
を
波

っ
た

先
の

一
帯
を
指
し
て
い
る
ん
で
す
。

こ
の
上
が
琵
琶
塚
と
い
う
地
籍
に
な

り
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
は
、
く
ぽ
地

の
た
め
昔
か
ら
浦
野
川
が
あ
ふ
れ
、

土
地
の
人
た
ち
を
悩
ま
し
た
も
の
で

す
。

こ
の
上
流
に
も
「
久
保
問
」
と

い
う
地
籍
が
あ
り
、
く
ぽ
地
か
ら
転

じ
た
地
名
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

7 10. 広報うえだ3.

温
泉
ブ
ー
ル
と

つ
ア
ハ
ウ
ス
を

萩
原
直
樹
く
ん

(
北
小
二
年
)

内



言々>

の
で
し
ょ
う
か
。
北
川
街
道
や
出
間
半

も
含
め
て
、
上
旧
の
ま
ち
全
体
を
「
こ

の
よ
う
に
し
て
い
く
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
が
は
っ
き
り
定
ま
っ
て
い
な
い
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
い
町
並
み

な
ど
は
、
も
う
か
か
っ
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
具
体
的
に
進
め
て
い
か
な
い
と

予
巡
れ
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
や
は
り
、
ト
ー
タ
ル
な
イ
メ
ー
ジ

で
も
っ
て
い
く
こ
と
が
必
安
で
す
。「
本

を
比
て
ね
を

μず
」
で
は
い
け
ま
せ
ん

太
子
町
と
出
野
町
の
ホ
ケ

ソ
ト
ベ

l
ク。

市
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
存
伝

が
な
か
な
か
気
が
つ
か
な
い
の
で
は
・

実
際
、
ち
ょ
っ
と
休
む
と
い
う
存
関
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
い
と
こ
ろ
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
が
、
生
か
し
万
が
へ
タ

だ
と
思
い
ま
す
そ
れ
ら
の
最
観
が
統

一
に
欠
け
、
何
か
バ
ラ
バ
ラ
と
い
っ
た

感
じ
，
い
や
始
め
と
し
て
、
歩
道
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
タ
イ
ル
の
色
を
統
一
し
て

み
る
と
か
し
た
ら
・.. 

ぼ
く
は
、
上
田
に
お
ん
せ
ん
ア

ー
ル
と
ク
ア
ハ
ウ
ス
と
ゆ
う
え
ん

ち
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
「
あ
そ

び
は
」
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
た
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
い
け
る
か
ら
で
す
。

O
来
年
の
三
月
末
完
成
目
指
し
て

室
内
.ア
ー
ル
の
工
事
が
上
塩
尻
で

現
在
進
ん
で
い
ま
す
。
波
の
プ
ー

ル
な
ど
、
一
年
中
楽
し
め
ま
す
。

林恵子三

{26歳・ 川辺町)

公
園
に
魅
力
が
な
い

上
回
は
市
街
地
に
緑
が
少
な
い
と
思

い
ま
す
上
田
城
跡
公
附
で
は
県
外
か

ら
お
存
さ
ん
を
案
内
す
る
討
が
し
な
い

の
は
わ
た
し
だ
け
で
し
ょ
う
か
ま
た
、

-
次
回

(十
一
月
一
日
号
)
は
「
上
回
の
味

を
考
え
る
」
で
す
。

上
回
の
味
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
今
は
な

い
懐
か
し
い
昧
も
含
め
て
、
考
え
て
み
た
い

し
』
思
い
ま
す

しし
聞
の
特
・
M
L
一い
-
Z
ぱ、

ク

ル
ミ
、
コ
イ
、
マ
ツ
タ
ケ
、
つ
け
埼
料
理
、
リ

ン
ゴ

・
フ
ド
ウ
な
ど

・

こ

れ
ら
も
ヒ
ン
ト

原町・十軒庖

(昭和22~手ごろ)

に

「
こ
ん
な
味
を
大
切
に
し
た
い
」「
作

っ
て

み
た
い
」
と
い
う
も
の
を
お
得
せ
く
だ
さ
い

〔
応
募
方
法
〕

位
制
、
.
古
品
で
、
ト
川
十
二

日

ωま
て
に
持

A
A
{内
線

1
1
1
2
)
へ

お
願
い
し
ま
す
投
稿
の
場
合
は
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
も
丹
い
て
く
だ
さ
い
。
保
用

者
に
は
「
特
製
タ
す
ル
」
を
進
呈
し
ま
す
-

バ
ラ
ッ
ク
の
底
で

古
本
屋
開
く

小

笠

原

聡

三

ぷ

(
加
歳
・
介
去
)

終
戦
前
後
の
原
町
通
り
で
、
下
山
間
一
怖
が
「
十

軒
杭
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
で
す
柴
版
、
日

服
服
、
八

.hum
、
時
川
ド
川
山
川
、
釣
り
川
ハ
山
川
な
ど
が

粁
を
述
ね
、
活
況
を
日
し
て
い
ま
し
た
わ
た

し
は
、
こ
の
一
向
で
山
本
umを
開
業
ー

A
A川
町

長ごがいけ川
じ
て
の

こ
と
で
、
パ
ラ

ヴ
ク
の
山
制
を

借
り
て
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
》
此
の
ぶ
子
中

央
に
は
逓
い
病
院
も
弘
、
え
ま
す
油
リ
は
訓
装

む
な
く
、
自
動
点
J
U

見
当
リ
ま
せ
ん
。

i〆ノ
xf 

rl1J1q¥l+記念館の洋lihj教引を卒業

したイr.ιで率的比したのカ:11日制54:年

ですから、もう 121ドになりますね」

と代表の小林司itさん (61J流)..fJL 

イ1:会uは15人で、年m令1Mt30代か

ら70代までさまざま hT J-l ~ì 3日

Hh'日、 'Pliij911.r30分か ら午1を411年

{竹}

!ま|
ま

・⑬ s

彩
友
会

まで、記念館て人物Ilfljを中心にカ

ンパスに向かヮています "Mliは

記念館の主任講師の全JI:勝久光'し

また、小林きんは r.f:l副長を ~rtねて、

年 2回の写生旅行か楽しみなんで

すよ」 とも 問い合わせは小{本さ

ん 1ft⑮6327)まで，

7 広報うえだ3.10. 



お知らせア・弓 ・カ ・1(， ・ト

室内ブール平面図

ジェ ッ トスリ ーム
プール

を
募

ル
の

上
田
市
ふ
れ
あ
い
ウ
イ

ッ
ト
ネ
ス

パ
ー
ク
の
「
室
内
プ
ー
ル
」
は
、
平

成
四
年
三
月
末
完
成
を
目
指
し
、
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
親
し
み
の
あ
る
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

-
応
募
内
容

室
内
ブ

l
ル
は
、
向
然
盟
か
な
千

山
川
の
消
流
沿
い
に
位
置
し
、
四
季

を
通
じ
て
健
康
増
進
が
図
札
る
施
設

で
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

2階

スライダープーんまきLJまさ
※造j皮プール…人工的にj皮を造るので、11止め感じ

を体験できます。
※25mプール…水深 3mまで調守だでき る可!fi)J床で

泳法をワールiUlJ肱iから鋭祭でき、
シンクロナ4ズドス 4ミングがで

きます。

1階

三
世
代
交
流
の
場
と
し
て
も
楽
し
め

ま
す
。

こ
の
「
人
と
人
と
の
出
会
い
、

ふ
れ
あ
い
」
を
テ

l
マ
と
し
た
ふ
れ

あ
い
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
パ
ー
ク
の
イ
メ

ー
ジ
に
合
う

「
室
内
プ

i
ル
」
の
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

-
応
募
方
法

郵
便
は
が
き
で
左
記
に
よ
り
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
期
限
は
十

月
三
十

一
日

ω
(消印
)
で
す
。
な

お
、
市
役
所
本
庁
会
二
階
受
付
前
に

専
用
の
応
募
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
そ
の
他

入
選
者
に
は
、
記
念
品
を
お
贈
り

し
ま
す
。
発
表
は
十
二
月
十
六
日
付

け
「
広
報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

体
育
課

(内
総
1

7
5
3
)
 

広報うえ定3.

剖
億
円
余
を
補
正

(12) 7 

9
月
議
会
終
わ
る

10. 

九
月
定
例
市
議
会
が
九
月
三

日
か
ら
間
十
九
日
ま
で
十
七
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
二
十
四
億
五
千
万
円
余

の
平
成
三
年
度
一
般
会
計
補
王

予
算
な
ど
二
十
議
案
が
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
可
決

・
承
認
さ
れ

ま
品
ー
し
れ
~
。

ロ
主
な
使
い
み
ち

(
一
般
会
計
補
正
予
算
)

マ
歩
道
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
の
整
備

な
ど

(
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

卒
業
)

マ
女
性
問
題
懇
話
会
の
設
置
運

山富マ
戸
石
城
跡
周
辺
の
整
備

マ
地
熱
開
発
卒
業

マ
川
辺
町
ポ
ケ

ッ
ト
バ
|
ク
の

整
備

マ
上
回
城
跡
公
閣
の
痢
の
浄
化
、

櫓
門
の
整
備

ロ
意
見
書

次
の
意
見
盟
国
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

マ
「
義
務
教
育
質
問
廊
負
担
制
?

度
」
の
略
持
に
関
す
る
意
見
害

マ
障
害
児
の
後
期
中
等
教
育
の

充
実
に
関
す
る
意
見
書



お知らせア・弓・カ.，ι・ト

市では、市内の食料品製造4';業所、スーパー、小売

前などで11さめ込みしている商品について品目の立入検

伐と rli外の担.iilTeなどで品め込みしている商品を買い

とって、そのi注目について検査する試買検査を行って

います。

これは、毎年j凪商産業省の「全国一斉量目取締実地

計画」、 1.:田桁独nの r~I間取締計画J に基づくもの

で、商mの結栄と m'I~ずj' 1民必をねらいとしています。

・前期商品量目立入検査は次のとおりです。

1>検11:!YI FJ 千成 3年 7月23日- 8月9日

1>検保町~lIì数 20J市制i

じ〉検1t1l司数 792例

1>不正前説Ii数 9防舗(不正偶数率が10<?o以上の忠)

------項目検~偶数 不正偶数 不正個数率陶

商品名----- 増置 減量 増量 減量

食 肉 291 ! 18 I 7 I 6.2 I 2.4 

肉
〆、 4込 64
ーー一ーー トーー

製 ソーセージ 11 3 I 27.3 

品ベー コ ン 53 ' I 5 I 9.4 

罪|まぐろ 134 I 6 I 17 I 4 . 5 1 1 2. 7 

緩いか 95 1 1 23 1 I 24.2 

|主卵製品 129 1 1 16 I I 12.4 

ほめ ん 5 

菓 子 塁類手 5 5 

ーー
酢

一一
ト豆小 ーー乳計ーー 792 24 I 71 1 3.0 I 9.0 

-前期試買検査結果は次のとおりです。

1>検先期日平成 3年 6月7日・17B 

1>検伐例数 75例

商
工
課
(
内
線
1
4
0
6
)

品 自 検査偶数
正. 超過不足

個量生 $:(%) 偶数準I%l伺量生*1，%1

食 肉 5 5 100.0 

魚介類の冷，東品 5 5 100.0 

事E め ん 5 5 100.0 

化学問味料 5 5 100.0 一
S書 j由 5 5 100.0 

li るきめ 5 5 100.0 一
ヨーグル ト s 5 100.0 

果実飲料 5 5 100.0 一
缶か き も 官ち官

5 5 100.0 一 一
10 6 60.0 4 40.0 

カ レ ー 5 5 100.0 一
旦 備 5 H 

60.0 2 40.0 

ニんにゃ〈 5 100.0 一 一
納 思 5 5 100.0 一

合 tt 75 69 92.0 6 8.0 一

お
知
ら
せ
し
ま
す

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

小

出

琴

山
下
八
重
了

石
橋
鉄
蔵

恩
凹
広
占

宮
崎
善
じ
円

山
浦
タ
ケ
ヨ

樋
川
寸
前

中
村
光
忠

山

浦

見

出
野
義
雄

拡
辺
さ
だ

慌
林
静
治

小
林
究
治

〈
八
月
届
け
出
分

・
叡
柿
略
〉

大
井
フ
デ

符
坂
ア
キ

松
氷
点
rr

一
一
一
井
正
子

池
閉
山
町
一

新 新 上木上

48 64 73 84 93 

町問手町沢

仁

古

田

部

浦

野

乃

国

分

釘

横

町

U
M

日
市
仇
り

T
J

n
v

H
げ刻

m
Q
d

u
仰
が
丘
北
割

愛
前
町

時

ド

之

条

河

川
辺
町
川
崎

断

入

部

下

之

条

臼

大

手

町

臼

p
i
、
、

臨
恥
L
γ

唱
E
E-

-''
ω
Pタ
司

，

e

平

林

喜

平

伊

勢

山

河

高

野

良

久

下

組

剖

村

瀬

良

雄

愛

宕

町

U
A

{
片
山
つ
や
子
梅
ケ
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11月1日・6日・8日に

市の施設を見る会

日程や募集要領など、

詳しくは、次号(10月16日

付け)をご覧 ・門判

ください。 I ぷ~1λ

・秘書課 zL、込み

(内線1112)科 /ぷ
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保健

保健予防諜(内線1374)

三種混合予防接種(3回目)

9月の 2回目 に続 き、3回目を別表のとおり行L、ま

す。接 種時間は各会場とも午後1時30分から 2時30分

まで。詳しくは8月1日付け「広報うえだJ 16ペー ジ

をご覧ください。(各会場は駐車場が~μ 、ため、 自動車

での来場はなるべくご遠慮ください。)

三種混合予防接種目程表(前期)

~ 、 士勢ー れ 予備口 対象地区

(呆他セン ター 10 南部 ・北部
(市役所南庁舎 21猪) 月

111 ill 町 tZ三h 館 15 川)11.泉悶
日

上野が JI:公民館 (刈 神科 ・盟 l般

保健センター 10 
西部 ・泌氏

(市役所南庁舎2j:皆) 月
18 

一一 虫干 i灯 品ヱス、 館 日制 城 下一
出回母子健康センター 10 t証 回

月

川西社会制祉センター
22 111 西日(刈

保健セ ン ター 10 東部 ・中央
(市役所南庁舎2階} 月

24 
神 川地区公民館 日(村 ド11 111 

% 南部 ・北部 ・西部 ・.t.a尻

保健セ ン ター (村 川辺 ・泉剖 ・神科 ・盟殿

(予 f4ii 日 } % 京都 ・中央 ・城下 .~Il 川
(翁 I昆EB• JlI丙

秋から冬も要注意/=三九'"τ
ツツガ虫病 氏九
町山へ入った後、 また皮附に刺{お感があっ

た後の発熱は、平めに受診し 、医師にその旨

を告げましょう 。次の点に注意。

[>多発期には山林や主主むらに入らない。

[>やむを得す入る場合は長そで・長ズボンで。

[>立ち入 1)後はすぐに入浴するなど、付着し

ているツツ 7ケ虫を洗い流す。

-第12園長野県県民芸術祭

県民芸術劇場

官月③管轄ZZj誌J3;
上田市民会館

・入場料=A席3，500円/

B席2，500円/C席2，000円
(全席指定)

・前売所=上田西武/琴光堂

楽器庖/コエダ時計庖/ほ

ていや上田后

・問い合わせ二社会教育課

(内線1722)

チヱコスロパキア室内管弦楽団

広寝ラji~3. 10. 1 [16J 
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